
JP 6268165 B2 2018.1.24

10

20

(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　セルラ無線通信システム（１１０）における干渉を軽減するためのスケジューリング装
置（１０９）であって、
　前記通信システム（１１０）の第１の端末（１０１）と第２の端末（１０２）との間で
直接無線通信を設定すべきという指示を取得すること（１）と、
　測定結果が前記第２の端末（１０２）から前記第１の端末（１０１）へのシグナリング
の干渉のリスクを示している、前記通信システム（１１０）の少なくとも１つの指標を測
定すること（２）と、
　前記測定結果（２）に基づいて、前記第１の端末（１０１）から前記第２の端末（１０
２）への直接通信の送信のための、シグナリングのための周波数リソースおよび／または
時間リソースの第１の量を定義している、周波数リソースおよび／または時間リソースの
第１のセットを割り当てること（３）と、
　前記測定結果（２）に基づいて、前記第２の端末（１０２）から前記第１の端末（１０
１）への直接通信の送信のための、シグナリングのための周波数リソースおよび／または
時間リソースの第２の量を定義している、周波数リソースおよび／または時間リソースの
第２のセットを割り当てること（４）と
のために構成されたプロセッサ（２０１）を有し、
　前記第２の量が、前記第１の量より小さく、
　前記周波数リソースおよび／または時間リソースの第１のセットおよび第２のセットは
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、ネットワークノード（１０６，１０７）と前記第１の端末（１０１）および前記第２の
端末（１０２）との間の周波数リソースおよび／または時間リソース上に割り当てられる
ことを特徴とするスケジューリング装置。
【請求項２】
　前記第２の量が０であることを特徴とする請求項１に記載のスケジューリング装置。
【請求項３】
　周波数リソースおよび／または時間のリソースの前記第２のセットは、前記第２の端末
（１０２）から前記第１の端末（１０１）への直接通信の送信を、前記第１の端末（１０
１）から受信した直接通信の送信に応じたフィードバック情報に制限することを特徴とす
る請求項１に記載のスケジューリング装置。
【請求項４】
　前記プロセッサ（２０１）が、
　ネットワークノード（１０６、１０７）経由で前記第１と第２の端末（１０１、１０２
）の間の送信の超過分を送るために、周波数および／または時間リソースを割り当てる（
１０）ために構成され、
　前記送信の超過分は、直接通信に割り当てられた（３、４）前記周波数および／または
時間リソースに起因して前記第１と第２の端末（１０１、１０２）の間で直接送ることが
できないことを特徴とする請求項１乃至３のいずれか一項に記載のスケジューリング装置
。
【請求項５】
　前記測定すること（２）は、前記通信システム（１１０）の第３の端末（１０３）とネ
ットワークノード（１０６；１０７）との間の通信の干渉と関連した指標を測定すること
を含むことを特徴とする請求項１乃至４のいずれか一項に記載のスケジューリング装置。
【請求項６】
　前記測定すること（２）は、前記通信システム（１１０）の第３の端末（１０３）と第
４の端末（１０４）との間の直接通信の干渉と関連した指標を測定することを含むことを
特徴とする請求項１乃至５のいずれか一項に記載のスケジューリング装置。
【請求項７】
　前記測定すること（２）は、前記第１の端末（１０１）と前記第２の端末（１０２）の
うちの少なくとも１つの位置と関連した指標を測定することを含むことを特徴とする請求
項１乃至６のいずれか一項に記載のスケジューリング装置。
【請求項８】
　前記測定すること（２）は、前記第１の端末（１０１）と前記第２の端末（１０２）と
の間に送信されるデータ量と関連した指標を測定することを含むことを特徴とする請求項
１乃至７のいずれか一項に記載のスケジューリング装置。
【請求項９】
　前記スケジューリング装置（１０９）の前記プロセッサ（２０１）が、割り当てられた
（３、４）前記周波数リソースおよび／または時間リソースについての情報を含むメッセ
ージを前記第１の端末（１０１）と前記第２の端末（１０２）の少なくとも１つに無線で
送信すること（５）のために構成された送信機（２０３）に関連づけられ、
　前記プロセッサ（２０１）が、前記送信機（２０３）のために前記メッセージを準備し
、供給するために構成される
ことを特徴とする請求項１乃至８のいずれか一項に記載のスケジューリング装置。
【請求項１０】
　前記プロセッサ（２０１）が
　少なくとも１つの指標を再測定すること（６）と、
　前記再測定（６）に基づいて、前記第１および／または第２の端末（１０１、１０２）
に割り当てられた（３、４）前記周波数リソースおよび／または時間リソースが変更され
るべきであるかどうかを判定すること（７）と、
　前記リソースが変更されるべきであると判定したなら（７）、前記第１と第２の端末（
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１０１、１０２）の間の直接通信のための前記周波数および／または時間リソースの割当
てを変更すること（８）と、
　前記第１の端末（１０１）と前記第２の端末（１０２）の少なくとも１つへの無線送信
（９）のために、前記送信機（２０３）のための、変更された（８）前記周波数リソース
および／または時間リソースの割り当てについての情報を含むメッセージを準備し、供給
することと
のために構成されることを特徴とする請求項１乃至９のいずれか一項に記載のスケジュー
リング装置。
【請求項１１】
　前記通信システム（１１０）のネットワークノードであって、該ネットワークノードに
統合された請求項１乃至１０のいずれか一項に記載のスケジューリング装置（１０９）を
含むことを特徴とするネットワークノード。
【請求項１２】
　前記ネットワークノードは、前記第１と第２の端末（１０１、１０２）の両方が接続さ
れている、前記通信システムの第１の無線基地局（ＲＢＳ）（１０６）であることを特徴
とする請求項１１に記載のネットワークノード。
【請求項１３】
　セルラ無線通信システム（１１０）における干渉を軽減するためのスケジューリング装
置（１０９）における方法であって、
　前記通信システム（１１０）の第１の端末（１０１）と第２の端末（１０２）との間で
直接無線通信を設定すべきという指示を取得すること（１）と、
　測定結果が前記第２の端末（１０２）から前記第１の端末（１０１）へのシグナリング
の干渉のリスクを示している、前記通信システム（１１０）の少なくとも１つの指標を測
定すること（２）と、
　前記測定結果（２）に基づいて、前記第１の端末（１０１）から前記第２の端末（１０
２）への直接通信の送信のための、シグナリングのための周波数リソースおよび／または
時間リソースの第１の量を定義している、周波数リソースおよび時間リソースの一方また
は両方の第１のセットを割り当てること（３）と、
　前記測定結果（２）に基づいて、前記第２の端末（１０２）から前記第１の端末（１０
１）への直接通信の送信のための、シグナリングのための周波数リソースおよび／または
時間リソースの第２の量を定義している、周波数リソースおよび／または時間リソースの
第２のセットを割り当てること（４）と、
を有し、
　前記第２の量が、前記第１の量より小さく、
　前記周波数リソースおよび／または時間リソースの第１のセットおよび第２のセットは
、ネットワークノード（１０６，１０７）と前記第１の端末（１０１）および前記第２の
端末（１０２）との間の周波数リソースおよび／または時間リソース上に割り当てられる
ことを特徴とする方法。
【請求項１４】
　割り当てられた（３、４）前記周波数および／または時間リソースについての情報を含
むメッセージを前記第１の端末（１０１）と前記第２の端末（１０２）の少なくとも１つ
に送信すること（５）を有することを特徴とする請求項１３に記載の方法。
【請求項１５】
　少なくとも１つの指標を再測定すること（６）と、
　前記再測定（６）に基づいて、前記第１および／または第２の端末（１０１、１０２）
に割り当てられた（３、４）前記周波数リソースおよび／または時間リソースが変更され
るべきであるかどうかを判定すること（７）と、
　前記リソースが変更されるべきであると判定したなら（７）、前記第１と第２の端末（
１０１、１０２）の間の直接通信のための前記周波数リソースおよび／または時間リソー
スの割当てを変更すること（８）と、
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　前記第１の端末（１０１）と前記第２の端末（１０２）の少なくとも１つに、変更され
た（８）前記周波数リソースおよび／または時間リソースの割り当てについての情報を含
むメッセージを送信すること（９）と
を有することを特徴とする請求項１３又は１４に記載の方法。
【請求項１６】
　ネットワークノード（１０６、１０７）経由の前記第２の端末（１０２）から前記第１
の端末（１０１）への通信の送信のための周波数および／または時間リソースの第３のセ
ットを割り当てること（１０）を有することを特徴とする請求項１３乃至１５のいずれか
一項に記載の方法。
【請求項１７】
　コンピュータ実行可能コンポーネント（９１）がスケジューリング装置と関連づけられ
たプロセッサ（２０１）により実行される際に、請求項１３乃至１６のいずれか一項に記
載の方法を前記スケジューリング装置（１０９）に実行させるためのコンピュータ実行可
能コンポーネントを含むことを特徴とするコンピュータプログラム（９０）。
【請求項１８】
　セルラ無線通信システム（１１０）における干渉を軽減するためのスケジューリング装
置（１０９）のためのコンピュータプログラム（９１）であって、前記コンピュータプロ
グラムは、前記スケジューリング装置のプロセッサ（２０１）で実行される際に、前記ス
ケジューリング装置に、
　前記通信システム（１１０）の第１の端末（１０１）と第２の端末（１０２）との間で
直接無線通信を設定すべきという指示を取得（１）させ、
　測定結果が前記第２の端末（１０２）から前記第１の端末（１０１）へのシグナリング
の干渉のリスクを示している、前記通信システム（１１０）の少なくとも１つの指標を測
定（２）させ、
　前記測定結果（２）に基づいて、前記第１の端末（１０１）から前記第２の端末（１０
２）への直接通信の送信のための、シグナリングのための周波数リソースおよび／または
時間リソースの第１の量を定義している、周波数リソースおよび／または時間リソースの
第１のセットを割り当て（３）させ、
　前記測定結果（２）に基づいて、前記第２の端末（１０２）から前記第１の端末（１０
１）への直接通信の送信のために、シグナリングのための周波数リソースおよび／または
時間リソースの第２の量を定義している、周波数リソースおよび／または時間リソースの
第２のセットを割り当て（４）させるためのコンピュータプログラムであって、
　前記第２の量が、前記第１の量より小さく、
　前記周波数リソースおよび／または時間リソースの第１のセットおよび第２のセットは
、ネットワークノード（１０６，１０７）と前記第１の端末（１０１）および前記第２の
端末（１０２）との間の周波数リソースおよび／または時間リソース上に割り当てられる
ことを特徴とするコンピュータプログラム。
【請求項１９】
　請求項１８に記載のコンピュータプログラム（９１）と、前記コンピュータプログラム
を記憶したコンピュータ読取り可能手段（９２）とを含むことを特徴とするコンピュータ
プログラム記録媒体（９０）。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　この開示は、セルラ無線通信システムのためにスケジューリング装置に関連している。
【背景技術】
【０００２】
　デバイスツーデバイス（Ｄ２Ｄ）通信はデバイスの間の直接通信に関連する。アクセス
ノードを持つ無線アクセスネットワークが存在し、デバイスはこの無線放送網の中で動作
するけれども、いくつかのシナリオでは、通信デバイス自身が無線アクセスネットワーク
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を構成していることがある。
Ｄ２Ｄ通信についての可能性を導入するためのいくつかの基本の（潜在的な）動機づけが
ある。
【０００３】
　通信サービスは、全体にわたって、従来のデバイスツーアクセスポイント通信によって
提供できるけれども、それは直接的なＤ２Ｄ通信によってよりよい方法で提供できること
がある。たとえば、２つのデバイスの間の通信がネットワークノード（アクセスノード）
経由でなくデバイスの間で直接行われるならば、その通信が、より短い待ち時間でより高
いレートで達成されるか、あるいはより少ないネットワークリソース（アクセスノードの
より少ない能力）を使っていることができるかもしれない。後者はネットワークの解放と
考えることができる。
【０００４】
　直接的なＤ２Ｄ通信の２番目の理由は、直接的なＤ２Ｄ通信が適用されない限り、（与
えられた要求の範囲内で）提供されるサービスがサポートできないかどうかである。
【０００５】
　直接的なＤ２Ｄ通信をサポートすることの３番目の理由は、何らかの理由でネットワー
クインフラストラクチャーが使用可能でなくても、通信の可用性を保証することである。
この理由は、直接的なＤ２Ｄ通信をサポートするために、例えば、国家安全保障および公
安（ＮＳＰＳ）サービスに関連してしばしば言及されるけれども、また交通安全への応用
のためでもある。より一般に、Ｄ２Ｄ通信は、頑強性と信頼性の増大のためにこのシナリ
オの中で使われると言うことができる。
【０００６】
　また、情報は、局所的に有効であるだけであるか、関心が持たれるだけであり、その場
合、Ｄ２Ｄ通信に頼ることが理にかなう可能性がある。
【０００７】
　ネットワーク補助は、Ｄ２Ｄサービスの設定において役立つことができる（すなわちサ
ービスとピア発見にいて、そしてまたＤ２Ｄリンクのセキュリティの確立を補助する）。
さらに、干渉の環境はネットワークに関するコントロール下にあり、そのことは、（通信
が事業者のコントロール下にあることにより）無免許の帯域においてよりも、より高い信
頼度があるライセンスされた事業者の帯域の使用を可能にする）。ネットワークは同期を
提供することもでき、無線リソース管理（ＲＲＭ）を補助することができる。ネットワー
クに補助されたＤ２Ｄ適用はネットワークの解放であり、そこで、ユーザ・プレーンデー
タは、ネットワークノード上の負荷を減らすために、基地局を経て送られずに、近隣の端
末間で直接交換される。
【０００８】
　２つのデバイス例えばＤ１とＤ２との間のＤ２Ｄ通信を設定する以前には、ネットワー
クノードは、Ｄ２Ｄ通信が可能であるようにＤ１とＤ２とが互いに近接しているかどうか
を知らない。通常のアプローチでは、ビーコン信号をＤ１に割り当てて、それからビーコ
ンをリッスンし、ビーコン信号の検出を報告することをＤ２に要求する。デバイスが互い
に遠すぎることが判明するならば、ビーコン信号の間の他のユニットネットワーク通信ま
たはＤ２Ｄ通信との干渉のリスクがあり、ビーコン信号に例えば（他の通信が干渉されな
いように）直交するリソースを割り当てることは能力の浪費の可能性がある。
【０００９】
　米国特許公報２０１０／０２７９６２７は、コントローラからのコマンドに応じてＤ２
Ｄモードとセルラモードとの間で切り替える装置と方法を開示する。制御コマンドを受信
すると、両方のユーザ装置（ＵＥ）は、互いとの直接通信のためにＤ２Ｄモードの通信の
ための設定を行い、セルラモードからＤ２Ｄモードに切り換える。
米国特許公報２０１０／０９３３６４は、干渉またはパス損失測定結果に基づいたＵＥペ
ア間のデバイスツーデバイス通信をスケジューリングする基地局に関する。基地局は、セ
ルラ通信に従事しているＵＥからの、及びＵＥへの低い干渉を伴うリソース上のＤ２Ｄグ
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ループをスケジューリングすることもできる。
【００１０】
　米国２０１２／０７６０８６は、無線ポイントツーポイントリンクにおいて、無線ポイ
ントツーポイントリンク中で用いるための帯域幅を持つチャネルを獲得することを含む無
線通信容量を割り当て、無線ポイントツーポイントリンクの第１のポイントから第２のポ
イントへの送信のために用いる前記帯域幅の第１の部分を割り当て、無線ポイントツーポ
イントリンクの前記第２のポイントから前記第１のポイントへの送信のために用いる前記
帯域幅の第２の部分を割り当てる方法を提供する。この中で、帯域幅は第１の部分と第２
の部分との間で非対称に割り当てられる。一の方向に他の方向より多くの容量を提供する
ために、使用可能な帯域がとられ、それをより小さなセグメントまたは副帯域（たとえば
それぞれ７ＭＨｚまたは３．５ＭＨｚの副帯域）に分割し、異なる副帯域がリンク上で非
対称に割り当てられる。従って、この文書は非対称に必要とされる容量に基づいた周波数
リソースの非対称なスケジューリングと関連している。
【００１１】
　米国特許公報２０１２／０８７２５３は、セルラ無線広域ネットワーク（ＷＷＡＮ）ス
ケジューリングに加えてピアツーピアスケジューリングを開示する。ここで、無線デバイ
スは、基地局とも通信する間に、ピアツーピア経由で別の無線デバイスと通信することが
できる。
【発明の概要】
【００１２】
　セルラ通信システムの中でＤ２Ｄ通信を設定することと関連した従来技術の問題を緩和
することがこの開示の目的である。
【００１３】
　ここで開示する一側面によると、セルラ無線通信システムにおいて干渉を軽減するため
のスケジューリング装置が提供される。このスケジューリング装置はプロセッサを含む。
プロセッサは、通信システムの第１の無線通信端末と第２の無線通信端末との間で直接無
線通信を設定すべきとの指示を取得するために構成される。プロセッサはまた、通信シス
テムの少なくとも１つの指標を測定するために構成され、この測定結果は前記第２の端末
から第１の端末へのシグナリングの干渉のリスクを示している。このプロセッサはまた、
少なくとも１つの指標の前記測定に基づいて、前記第１の端末から第２の端末への直接通
信（Ｄ２Ｄ）の送信のために、周波数リソースおよび時間リソースの一方または両方（ｆ
／ｔリソース）の第１のセットを割り当てるために構成される。ｆ／ｔリソースの第１の
セットはシグナリングの第１の量を定義する。このプロセッサはまた、少なくとも１つの
指標の前記測定に基づいて、前記第２の端末から第１の端末への直接通信（Ｄ２Ｄ）の送
信のための周波数および／または時間リソースの第２のセットを割り当てるために構成さ
れる。ｆ／ｔリソースの第２のセットはシグナリングの第２の量を定義する。シグナリン
グの第２の量は、シグナリングの第１の量より小さい。
【００１４】
　ここで開示する別の側面によると、通信システムのネットワークノードが提供される。
前記ネットワークノードは、ここで開示するスケジューリング装置の実施形態を含み、そ
こにおいてこのスケジューリング装置はネットワークノードの中に統合されている。
【００１５】
　ここで開示する別の側面によると、セルラ無線通信システムにおいて干渉を軽減するた
めのスケジューリング装置における方法が提供される。この方法は、通信システムの第１
の無線通信端末と第２の無線通信端末との間で直接無線通信を設定すべきとの指示を取得
することを含む。この方法はまた、通信システムの少なくとも１つの指標を測定すること
を含み、前記測定結果は、前記第２の端末から第１の端末へのシグナリングの干渉のリス
クを示している。この方法はまた、少なくとも１つの指標の前記測定に基づいて、前記第
１の端末から第２の端末への直接通信の送信のために、周波数リソースおよび時間リソー
スの一方または両方の第１のセットを割り当てることを含む。このｆ／ｔリソースの第１
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のセットはシグナリングの第１の量を定義する。この方法はまた、少なくとも１つの指標
の前記測定結果に基づいて、前記第２の端末から第１の端末への直接通信の送信のために
周波数および／または時間リソースの第２のセットを割り当てることを含む。このｆ／ｔ
リソースの第２のセットはシグナリングの第２の量を定義する。シグナリングの第２の量
は、シグナリングの第１の量より小さい。
【００１６】
　ここで開示する方法の実施形態は、例えばここで開示するスケジューリング装置の実施
形態によって実行されてもよい。
【００１７】
　ここで開示する別の側面によると、スケジューリング装置と関連したプロセッサでコン
ピュータ実行可能コンポーネントが実行される時に、前記スケジューリング装置に、この
開示の方法の実施形態を実行させるための前記コンピュータ実行可能コンポーネントを含
むコンピュータプログラム製品が提供される。
【００１８】
　ここで開示する別の側面によると、セルラ無線通信システムにおいて干渉を軽減するた
めのスケジューリング装置用のコンピュータプログラムが提供される。このコンピュータ
プログラムは、スケジューリング装置のプロセッサ上で実行される時に、通信システムの
第１の無線通信端末と第２の無線通信端末との間で直接無線通信を設定すべきとの指示を
取得させることができるコンピュータプログラムコードを含む。このコードはまた、その
装置に、通信システムの少なくとも１つの指標を測定させることができ、その測定結果は
前記第２の端末から第１の端末へのシグナリングの干渉のリスクを示している。そのコー
ドはまた、少なくとも１つの指標の前記測定結果に基づいて、前記第１の端末から第２の
端末への直接通信の送信のために周波数および／または時間リソースの第１のセットを前
記装置に割り当てさせることができる。ｆ／ｔリソースの第１のセットはシグナリングの
第１の量を定義する。そのコードはまた、少なくとも１つの指標の前記測定結果に基づい
て、第２の端末から第１の端末への直接通信の送信のために周波数および／または時間リ
ソースの第２のセットを前記装置に割り当てさせることができる。ｆ／ｔリソースの第２
のセットはシグナリングの第２の量を定義する。シグナリングの第２の量は、シグナリン
グの第１の量より小さい。
【００１９】
　ここで開示する別の側面によると、ここで開示するコンピュータプログラムの実施形態
を含むコンピュータプログラム製品が提供される。このコンピュータプログラム製品はま
た、コンピュータプログラムが記憶されているコンピュータ読取り可能手段を含む。
【００２０】
　ここで開示する別の側面によれば、無線通信端末を提供される。この端末は送信機、受
信機およびプロセッサを含む。プロセッサは、他の無線通信端末との直接通信（Ｄ２Ｄ）
に割り当てられた周波数及び／又は時間リソースに関する情報を受信機から取得するため
に設定される。プロセッサはまた、直接他の無線通信端末に送信機によって送られる送信
を準備するために周波数および／または時間のリソースを使うために設定される。プロセ
ッサはまた、ネットワークノード経由で他の無線通信端末に送信機によって送られる送信
の超過分を準備するために設定される。前記送信の超過分は、直接通信に割り当てられた
周波数リソースおよび時間リソースの一方または両方により直接（Ｄ２Ｄ）的に他の無線
通信端末に送信することができない。従って、ここで開示するこの側面によれば、（第１
の）無線通信端末は、直接通信（すなわちＤ２Ｄ通信）に割り当てられたｆ／ｔリソース
が、他（第２）の無線通信端末に送られることが要求された送信すべてについて十分でな
いならば、Ｄ２Ｄ通信とネットワークノード経由の通信の両方を使って、他（第２）の無
線通信端末に送信することができる。
【００２１】
　ここで開示する別の側面によると、無線通信端末の方法が提供される。この方法は、別
の無線通信端末との直接通信（Ｄ２Ｄ）に割り当てられた周波数および／または時間リソ
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ースについての情報を、無線インターフェイス上で受信することを含む。この方法はまた
、送信を直接他の無線通信端末に送るために周波数および／または時間のリソースを使用
することを含む。この方法はまた、ネットワークノード経由で他の無線通信端末に送信の
超過分を送ることを含む。送信の超過分は、直接通信に割り当てられた周波数および／ま
たは時間リソースにより直接（Ｄ２Ｄ）的に他の無線通信端末に送ることができない。
【００２２】
　無線通信システムのスケジューリング装置により、２つの無線通信端末の間のＤ２Ｄ通
信に、周波数および／または時間のリソース（ｆ／ｔリソース）の非対称な割当てを可能
にするデバイスと方法が提供されることは、現在の開示の利点である。従って、Ｄ２Ｄ通
信と通信システムの中の他の無線通信の間の干渉は、第１の端末から第２の端末までのＤ
２Ｄ送信よりも少ないｆ／ｔリソースを第２の端末から第１の端末までのＤ２Ｄ送信に割
り当てることによって、軽減することができる。ここで開示する実施形態によって、Ｄ２
Ｄ送信は、２つの端末間で１つの方向（その方向は、非常に多くの干渉を起こすとは考え
られない）に許され得る一方、干渉を起こすと考えられる反対方向の送信は、通信システ
ムの中の干渉を抑圧する間のＤ２Ｄ通信の使用を最適化して、縮小するか、あるいは全く
許さないことができる。
【００２３】
　一般に、ここに違った形で明示的に定義されない限り、特許請求の範囲の中で使われた
すべての用語は、技術分野のそれらの通常の意味に従って解釈されるべきである。「要素
、装置、コンポーネント、手段、ステップなど」へのすべての参照は、違った形で明示的
に述べられない限り、要素、装置、コンポーネント、方法、ステップなどの少なくとも１
つの例を参照するとオープンに解釈される必要がある。ここに開示されたどのような方法
のステップでも、明示的に述べられない限り開示された正確な順序で実行される必要がな
い。ここに開示される異なる機能／構成品のための「第１」「第２」などの使用は、機能
／構成品を他の同様な機能／構成品と区別することのみを意図しており、機能／構成品に
どのような順序や階層を与えないこと意図している。
【図面の簡単な説明】
【００２４】
　実施形態は、例として、添付図面を参照して説明される。
【図１】ここで開示する通信システムの実施形態の概略ボックス図である。
【図２】ここで開示するスケジューリング装置の実施形態の概略ボックス図である。
【図３】ここで開示する無線基地局（ＲＢＳ）の実施形態の概略ボックス図である。
【図４】ここで開示する無線通信端末の実施形態の概略ボックス図である。
【図５】ここで開示するスケジューリング装置の方法の実施形態の概略フローチャートで
ある。
【図６】ここで開示するスケジューリング装置の方法の別の実施形態の概略フローチャー
トである。
【図７】ここで開示するスケジューリング装置の方法の別の実施形態の概略フローチャー
トである。
【図８】ここで開示する無線通信端末の方法の実施形態の概略フローチャートである。
【図９】ここで開示するコンピュータプログラム製品の略図である。
【図１０ａ】ここで開示する実施形態の使用の例を示している概略ボックス図である。
【図１０ｂ】図１０ａの例のためにタイムスロットの割当てを図式的に説明する図である
。
【図１１ａ】ここで開示する実施形態の使用の別の例を示している概略ボックス図である
。
【図１１ｂ】図１１ａの例のためにタイムスロットの割当てを図式的に説明する図である
。
【図１２ａ】ここで開示する実施形態の使用の別の例を示している概略ボックス図である
。
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【図１２ｂ】図１２ａの例のためにタイムスロットの割当てを図式的に説明する図である
。
【発明を実施するための形態】
【００２５】
　実施形態は今から、実施形態が示される添付図面を参照して以下でより十分に説明され
るであろう。しかし、さまざまな形式における他の実施形態がここで開示する範囲の中で
可能である。むしろ、この開示が詳細かつ完全であり、完全に開示の範囲を当業者に伝え
るであろうように、以下の実施形態は例として提供される。明細書を通じて、同等の番号
はに同等の要素を参照する。
【００２６】
　図１は、ここで開示する実施形態が有益に使われることができる無線通信システム１１
０を図式的に説明する。システム１１０は、複数の無線基地局（ＲＢＳ）（ここでは第１
のＲＢＳ１０６と第２のＲＢＳ１０７）を含む無線アクセスネットワーク（ＲＡＮ）に関
連付けられたコアネットワーク（ＣＮ）１０８を含む。その無線基地局を介して、複数の
無線通信端末が無線インターフェイスでＣＮ１０８に接続できる。図１の実施形態におい
て、４つの端末（第１の端末１０１、第２の端末１０２、第３の端末１０３、および第４
の端末１０４）が描かれている。システム１１０によって利用される通信標準に依存して
、ＲＢＳ以外の他のタイプのネットワークノードはＲＡＮ（例えば無線ネットワーク制御
（ＲＮＣ）ノードまたはポジショニングノード）に含まれていてもよい。システム１１０
は、グローバルシステムフォーモバイルコミュニケーション（ＧＳＭ）、統合無線通信シ
ステム（ＵＭＴＳ）と、ロングタームエボリューション（ＬＴＥ）広帯域符号分割多重接
続（ＷＣＤＭＡ）と、ウルトラモバイルブロードバンド（ＵＭＢ）と、高速パケットアク
セス（ＨＳＰＡ）とのうち少なくともいずれかなどの、任意のセルラ無線通信標準に従っ
て構成されたセルラ無線通信システムである。システム１１０は、端末１０１－１０５と
その関連づけられたＲＢＳ１０６または１０７との間のアップリンク（ＵＬ）及びダウン
リンク（ＤＬ）通信について、時分割複信（ＴＤＤ）システムまたは周波数分割複信（Ｆ
ＤＤ）システムであってもよい。その結果、端末１０１－１０４と同様に、第１のＲＢＳ
１０６と第２のＲＢＳ１０７は、システム１１０が構成されるそのような通信標準に従っ
て構成される。任意のＲＢＳは、例えばＷＣＤＭＡ／ＨＳＰＡ標準のノードＢ（ＮＢ）ま
たはＬＴＥ標準の発展型ノードＢ（ｅＮＢ）であってよい。端末１０１－１０４のどれで
もが、例えば携帯電話や、モデム、またはポータブルコンピュータなどのモバイル端末、
またはすべての他の無線機器、または、家電製品（冷蔵庫、フリーザーなど）もしくはエ
ネルギー管理ゲートウェイなどの据え置き型端末であってよい。ここに議論されるように
、システム１１０は、システム１１０の任意の端末１０１－１０４の間の直接的なＤ２Ｄ
通信をスケジューリングするために設定されたスケジューリング装置１０９を含む。スケ
ジューリング装置はシステム１１０の別個のノードであってもよいし、ＲＢＳ１０６およ
び１０７の一方または両方、または他のＲＡＮノード、またはＣＮ１０８のノードの中な
ど、システム１１０のノードの中に統合されていてもよい。装置１０９は図２に関連して
以下でさらに議論される。スケジューリング装置１０９は、周波数／時間（ｆ／ｔ）リソ
ースを、端末の間、例えば第１の端末１０１と第２の端末１０２との間（図１において双
頭矢印によって示されるように）、および第３の端末１０３と第４の端末１０４の間（図
１において双頭矢印によって示されるように）の一方または両方の、直接的なＤ２Ｄ通信
に割り当てるために構成される。好都合なことに、端末とそれらと関連づけられたＲＢＳ
との間の通信のためのシステム１１０の通信標準がＴＤＤまたはＦＤＤのどちらであるか
を問わず、２つの端末の間のどのような直接通信（Ｄ２Ｄ）でもＴＤＤ通信である。Ｄ２
Ｄ通信は、Ｄ２Ｄ通信によって起こされたどのような干渉もＲＢＳ１０６および１０７の
一方または両方が監視し、検出することを可能にしながら、ＵＬ周波数（端末とＲＢＳ１
０６の間の通信についてはＦＤＤ通信標準の場合）上またはＵＬリソース（端末とＲＢＳ
１０６の間の通信についてはＦＤＤ通信標準の場合）上で都合よくスケジューリングでき
る。しかし、いくつかの実施形態においては、ＤＬ周波数またはＤＬリソースを、追加的
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にまたは代替的に、Ｄ２Ｄ通信のために使うことができる。これは、Ｄ２Ｄ通信に関係し
ている端末が（ＤＬ周波数上のみならず）ＵＬ周波数上でもデータを受信可能であるはず
であることを意味している。これはまた、Ｄ２Ｄ通信（例えば第１の端末１０１と第２端
末１０２との間の）は、システムの他の端末（例えば、第３の端末１０３および第４の端
末１０４の一方または両方）から、それに関連したＲＢＳ１０６または１０７へのＵＬ送
信に、または、システムの他の端末の間（例えば第３の端末１０３と第４の端末１０４と
の間）のＵＬ周波数上で実施されたＤ２Ｄ通信に、干渉する可能性があるというリスクの
存在を意味している。装置１０９は、ｆ／ｔリソースの第１のセットを第１の端末１０１
から第２の端末１０２へのＤ２Ｄ通信に割り当て、ｆ／ｔリソースの第２のセットを第２
の端末１０２から第１の端末１０１へのＤ２Ｄ通信に割り当てることができる。それから
また、Ｄ２Ｄ通信が、第３の端末１０３と第４の端末１０４との間で設定されるのである
ならば、装置１０９は、干渉のリスクに基づいて、第１のおよび第２の端末の間のＤ２Ｄ
についてと同じ（またはオーバーラップする）ｆ／ｔリソースをまた第３と第４の端末の
間のＤ２Ｄに割り当てるか、または、異なるＤ２Ｄ通信との間の干渉を避けるために、第
１と第２の端末の間のＤ２Ｄについてのｆ／ｔリソースと全く異なる他のｆ／ｔリソース
を割り当てるかを決定できる。特に、スケジューリングユニット１０９がＲＢＳに統合さ
れているならば、端末間のＤ２Ｄ通信が考慮される端末１０１と１０２の両方が、同じＲ
ＢＳ１０６または１０７と接続されることは便利であるかもしれないけれども、２つの端
末が異なるＲＢＳ経由で接続される状況において、ここで開示する実施形態を使用するこ
ともまた可能である。
【００２７】
　図２はここで開示するスケジューリング装置１０９の実施形態を図式的に説明する。プ
ロセッサ２０１が装置１０９によって利用できるように、装置１０９は、プロセッサ２０
１を含むか、さもなければ関連づけられる。プロセッサ２０１は装置１０９の専用であっ
てもよいし、または、装置１０９の一部ではない他のデバイス／機能性などにも関連付け
られ、使用されてもよい。プロセッサ２０１は、必要とされている機能性を獲得するため
に、関連づけられたメモリ２０２に保存された適当なソフトウェアを実行するために構成
されたマイクロプロセッサという形で、１つ以上の処理ユニットを含むことができる。し
かし、コンピューティング能力を持つ他の適当なデバイス、例えば特定用途向け集積回路
（ＡＳＩＣ）、フィールドプログラマブルゲートアレイ（ＦＰＧＡ）、結合プログラマブ
ル論理回路（ＣＰＬＤ）などを用いてもよい。装置１０９は、例えば、記憶ユニット２０
２上で記憶されたコンピュータプログラム（ソフトウェア）をプロセッサ２０１上で実行
できるように、またはプロセッサ２０１が記憶ユニット２０２上に記憶された情報を得る
ことができるように、またはプロセッサ２０１が記憶ユニット２０２についての情報を記
憶できるように、プロセッサ２０１との協働のために構成された記憶ユニットまたはメモ
リ２０２を含むか、さもなければ関連付けられている。装置１０９はまた、トランシーバ
ーを成形するために結合されているか、または装置１０９中に別個のユニットとして存在
することができる送信機２０３と受信機２０４を含むか、さもなければ関連付けられてい
る。送信機２０３と受信機２０４は、プロセッサ２０１と協働するために構成され、通信
システム１１０の要素に、または要素から信号の送受信それぞれを行う。送信機２０３と
受信機２０４は、ワイヤレス（無線）シグナリングのために、または有線シグナリングの
ために設定され得る。もし例えば装置１０９が無線基地局（ＲＢＳ）と統合されているな
らば、プロセッサ２０１および記憶ユニット２０２はＲＢＳの他の部分とも関連づけられ
、装置１０９の専用ではない可能性があると同時に、送信機２０３と受信機２０４はＲＢ
Ｓの標準の送信機と受信機であってもよい。プロセッサ２０１は、直接無線通信が、通信
システム１１０の第１の無線通信端末１０１と第２の無線通信端末１０２との間で設定さ
れるべきという指示を取得するために構成される。この指示は例えば第１と第２の端末の
１つからのＤ２Ｄ通信の要求の結果であってよいし、または、何らかの形で第１と第２の
端末が互いに近接していることや同じ建物内に在ることなどが判定されたために、スケジ
ューリング装置１０９やＲＢＳ１０６又は１０７あるいはシステム１１０の他の部分がＤ
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２Ｄ通信の設定を要求することの結果であってもよい。プロセッサ２０１は、通信システ
ム１１０の少なくとも１つの指標を測定するためにまた設定される。いくつかの実施形態
において、この指標は干渉またはチャンネル品質と関連づけられる。干渉は、例えば、第
３の端末１０３または第４の端末１０４と端末が関連づけられるＲＢＳ１０６または１０
７との間の通信の中で測定できる。特に、Ｄ２Ｄ通信がシステム１１０のＵＬ周波数の上
で実施されるならば、そのような干渉は第１の端末１０１と第２の端末１０２との間の任
意のＤ２Ｄ通信に起因する可能性がある。干渉測定基準の例は、信号対干渉比（ＳＩＲ）
、信号対干渉及び雑音比（ＳＩＮＲ）、ブロック誤り率（ＢＬＥＲ）、およびビット誤り
率（ＢＥＲ）、またはそれらの少なくともいずれに制限されない。追加的にまたは代替的
に、干渉は第３の端末１０３と第４の端末１０４との間の直接Ｄ２Ｄ通信の中で測定でき
る。そのような干渉は、２つのＤ２Ｄ通信（第１と第２の端末の間と第３と第４の端末の
間）が互いに干渉することを示す可能性がある。いくつかの実施形態の中で、この指標は
、第１の端末１０１と第２の端末１０２の一方または両方の地理的位置、および、第３の
端末１０３と第４の端末１０４の一方または両方の地理的位置、またはそのいずれかと関
連している。位置指標は受信機２０４経由で得ることができ、かつ、例えばグローバル航
行衛星システム（ＧＮＳＳ）情報またはそれぞれの端末からのポジショニングパイロット
情報であってよい。第１の端末および第２の端末の一方または両方の位置は、端末が互い
に直接通信することができる程度に十分に近接し、かつ、例えば第３の端末および第４の
端末の一方または両方に干渉しないほど十分に低い信号電力であるかどうかを決定するた
めに使用することができる。第３の端末および第４の端末の一方または両方の位置は、そ
の端末が、第１の端末および第２の端末の一方または両方からのＤ２Ｄ送信が第３の端末
および第４の端末の一方または両方の送信との干渉を生じる可能性があるほど、第１の端
末と第２の端末の一方または両方に近いかを示すことができる。従って、プロセッサ２０
１は、第１の無線通信端末１０１によって保持された地理的位置と、通信システム１１０
の第２の無線通信端末１０２によって保持された地理的位置についての情報を得るために
設定されてもよい。いくつかの実施形態において、この指標は、第１の無線通信端末１０
１と第２の無線通信端末１０２との間で送信されるデータ量と関連している。多くのデー
タがその間で送信されるならば、Ｄ２Ｄ通信を設定する利点は大きく、そのため、場合に
よると多少高めの干渉のリスクは許容され得る。いくつかの実施形態において、指標はシ
ステム１１０によってカバーされたエリアの地形と関連しているかもしれない。地形は、
例えば、第１と第２の端末の間のＤ２Ｄ通信をより難しくする可能性がある、または、他
の端末との干渉のリスクが軽減されるように他の端末から第１と第２の端末を遮蔽する可
能性がある地形上の障害（例えば建築物、壁、丘など）があるかどうかを示すことができ
る。例えば地形上の情報が、第１の端末が建築物の中にあることを示すならば、スケジュ
ーリング装置１０９は、第１の端末１０１からの送信による干渉のリスクが軽減されると
判断することができる。プロセッサ２０１はまた、少なくとも１つの指標の前記測定結果
に基づいて、第１の端末１０１から第２の端末１０２への直接通信の送信のための周波数
および／または時間リソースの第１のセットを割り当てるために設定され、この第１のセ
ットはシグナリングの第１の量を定義している。このシグナリングの量、すなわち、第１
の端末から第２の端末への許された無線信号の量は、スケジューリング装置によって割り
当てられたｆ／ｔリソースによって制限される。プロセッサ２０１はまた、少なくとも１
つの指標の前記測定結果に基づいて、第２の端末１０２から第１の端末１０１への直接通
信の送信のための周波数および／または時間リソースの第２のセットを割り当てるために
設定され、この第２のセットはシグナリングの第２の量を定義している。本開示によると
、シグナリングの第１の量は、シグナリングの第２の量より大きい。その結果、シグナリ
ングの第２の量は、シグナリングの第１の量より小さい。これは、Ｄ２Ｄ通信においては
、第２の端末から第１の端末に許されるより多くのシグナリングが第１の端末から第２の
端末に許されることを示している。例えば、第２の端末からの無線送信が干渉するか、あ
るいはシステム１１０中の他の無線送信と実質的に干渉すると考えられるならば、第２の
端末から第１の端末へ許されているシグナリングの量は０である可能性さえあり、すなわ
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ち第２の端末から第１の端末にはいかなるＤ２Ｄ送信も許されない可能性がある。その代
わりに、周波数および／または時間のリソースの第２のセットは、第２の端末１０２から
第１の端末１０１への直接通信の送信を、第１の端末１０１から受信した直接通信の送信
に応答するフィードバック情報に制限する。フィードバック情報は例えば、ハイブリッド
自動繰り返し要求ＨＡＲＱの肯定応答ＡＣＫ及び否定応答ＮＡＫ、および、チャネル品質
指標ＣＱＩまたはチャネル状態、および、無線チャネルランク情報、またはそれらの少な
くともいずれかであってよい。割り当てられたｆ／ｔリソースについての情報は、直接通
信を設定するための指示とともに端末１０１と１０２の一方または両方に送信されてよい
。プロセッサ２０１は、記憶ユニット２０２中に記憶されて、プロセッサが、ここに議論
されたプロセッサのアクションを実行するように設定されるようにプロセッサ２０１で実
行されるコンピュータプログラムによってコントロールできる。
【００２８】
　プロセッサ２０１は、例えば地形上の情報を含むデータベースから、通信システム１１
０によってカバーされた地理上のエリアについての地形の情報を得るために設定されてよ
い。いくつかの実施形態において、データベースは装置１０９に含まれ、例えば記憶ユニ
ット２０２中で保持される。他の実施形態においては、データベース１１１は装置１０９
と別で、プロセッサ２０１は受信機２０４経由で情報をデータベースから得てもよい。プ
ロセッサ２０１は、得られた地形の情報、および得られた第１と第２の端末の地理的位置
とに基づいて、直接無線通信を第１の無線通信端末と第２の無線通信端末との間で設定す
べきかどうかを決定するために構成されてもよい。位置情報によって、プロセッサ２０１
は、端末が、直接通信を可能にする程度に互いに十分近接した位置を有するかどうか、お
よび、直接通信すなわちＤ２Ｄ通信が設定されるならシステム１１０中の他の無線通信と
の干渉が回避されるかどうか、またはそのいずれかを決定することができる。位置情報と
組み合わせた地形の情報によって、プロセッサは、端末１０１と１０２の間の直接通信に
対する地形上の障害（例えば壁または建築物）があるかを決定することができる。ｆ／ｔ
リソースは、システム１１０中の他の無線シグナリングとの干渉のリスクを軽減するため
に、得られた位置情報および地形情報の一方または両方を考慮して割り当てることができ
る。
【００２９】
　いくつかの実施形態において、プロセッサ２０１は、ネットワークノード１０６および
１０７の一方または両方経由の第１の端末１０１と第２の端末１０２との間の送信の超過
分を送信するために周波数および／または時間リソースを割り当てるために設定される。
ここで、送信の超過分は、直接通信に割り当てられた周波数リソースおよび時間リソース
の一方または両方により第１と第２の端末間で直接的に送信できない。
【００３０】
　いくつかの実施形態において、スケジューリング装置１０９のプロセッサ２０１は、第
１の端末１０１と第２の端末１０２の少なくとも１つに割り当てられた周波数および／ま
たは時間のリソースについての情報を含むメッセージを無線で送るために構成された送信
機２０３に関連づけられており、プロセッサ２０１は、送信機２０３のために前記メッセ
ージを準備し、供給するために構成される。
【００３１】
　いくつかの実施形態において、プロセッサ２０１はまた、少なくとも１つの指標を再測
定するために設定される。プロセッサ２０１はそのとき、再測定に基づいて、第１の端末
１０１および第２の端末１０２の一方または両方に割り当てた周波数および／または時間
のリソースが、変更されるべきであるかどうかを決定するために構成される。プロセッサ
２０１はそのときまた、リソースが変更されるべきと決定したなら、第１の端末１０１と
第２の端末１０２との間の直接通信のための周波数および／または時間のリソースの割当
てを変更するために構成される。プロセッサ２０１はまた、第１の端末１０１と第２の端
末１０２の少なくともひとつに対する無線送信のために、周波数および／または時間リソ
ースの変更された割り当てに関する情報を含むメッセージを、送信機２０３のために準備
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し、供給するために構成される。
【００３２】
　図３はここで開示するＲＢＳ１０６（ＲＢＳ１０７についても適切である）の実施形態
を図式的に説明する。ＲＢＳ１０６はプロセッサまたは中央処理ユニット（ＣＰＵ）３０
１を含む。プロセッサ３０１はマイクロプロセッサという形でひとつ又は複数の処理ユニ
ットを含んでもよい。しかし、例えば特定用途向け集積回路（ＡＳＩＣ）、フィールドプ
ログラマブルゲートアレイ（ＦＰＧＡ）、または結合プログラマブル論理回路（ＣＰＬＤ
）など、コンピューティング能力を持つ他の適当なデバイスを用いることもできる。プロ
セッサ３０１は、記憶ユニットまたはメモリ３０２に保存された１つまたはいくつかのコ
ンピュータプログラムまたはソフトウェアを実行するために設定される。記憶ユニットは
、コンピュータ可読手段とみなされ、例えばランダムアクセスメモリ（ＲＡＭ）、フラッ
シュメモリ、または他のソリッドステートメモリ、またはハードディスクという形であっ
てよい。必要に応じて、プロセッサ３０１はまた、記憶ユニット３０２中でデータを記憶
するために設定される。ＲＢＳ１０６はまた、送信機３０３、受信機３０４、およびアン
テナ３０５を含み、それらは、結合されてトランシーバーを形成するか、ＲＢＳ１０６の
中に別個のユニットとして存在することができる。送信機３０３は、プロセッサと協働す
るよう構成され、データビットが転送されるＲＡＮによって用いられる無線アクセス技術
（ＲＡＴ）に応じて無線インターフェイス上に送信されるデータビットを適当な無線信号
に変換する。受信機３０４は、プロセッサと協働するよう構成され、受信した無線信号を
転送されたデータビットに変換する。アンテナ３０５は、１つアンテナまたは、例えば異
なる周波数のための、またはＭＩＭＯ（マルチ入力マルチ出力）通信のための、またはそ
のいずれかのための複数のアンテナを含んでもよい。アンテナ３０５は、無線信号を送信
し、また受信するために、送信機３０３および受信機３０４それぞれによって用いられる
。スケジューリング装置１０９がＲＢＳ１０６に統合されるか、さもなければＲＢＳ１０
６と関連づけられるならば、ＲＢＳのプロセッサ３０１は装置１０９のプロセッサ２０１
としても機能しても良く、かつ、ＲＢＳの記憶ユニット３０２は装置１０９の記憶ユニッ
ト２０２としても機能してもよく、ＲＢＳ１０６の送信機３０３は装置１０９の送信機２
０３としても機能してもよく、ＲＢＳの受信機３０４は装置１０９の受信機２０４として
も機能してもよく、あるいは、その少なくとも何れかであってもよい。いくつかの実施形
態において、ＲＢＳ１０６は、第１の端末１０１と第２の端末１０２の両方が接続される
ネットワークノードである。
【００３３】
　図４はここで開示する無線通信端末１０１（ここに議論された任意の他の端末１０２－
１０４のためにもまた適切である）の実施形態を図式的に説明する。端末１０１はプロセ
ッサまたは中央処理ユニット（ＣＰＵ）４０１を含む。プロセッサ４０１は、マイクロプ
ロセッサという形で一つまたは複数の処理ユニットを含んでもよい。しかし、例えば特定
用途向け集積回路（ＡＳＩＣ）、フィールドプログラマブルゲートアレイ（ＦＰＧＡ）、
または結合プログラマブル論理回路（ＣＰＬＤ）など、コンピューティング能力を持つ他
の適当なデバイスを用いることもできる。プロセッサ４０１は、記憶ユニットまたはメモ
リ４０２に保存された１つまたはいくつかのコンピュータプログラムまたはソフトウェア
を実行するために設定される。記憶ユニットは、コンピュータ可読手段とみなされ、例え
ばランダムアクセスメモリ（ＲＡＭ）、フラッシュメモリ、または他のソリッドステート
メモリ、またはハードディスクという形であってよい。必要に応じて、プロセッサ４０１
はまた、記憶ユニット４０２中でデータを記憶するために設定される。端末１０１はまた
送信機４０３、受信機４０４、およびアンテナ４０５を含み、それらは、結合されてトラ
ンシーバーを形成するか、端末１０１中に別個のユニットとして存在することができる。
送信機４０３は、プロセッサと協働するように構成され、データビットが送信されるＲＡ
Ｎによって用いられるＲＡＴに応じて無線インターフェイス上に送信されるデータビット
を適当な無線信号に変換する。受信機４０４は、プロセッサ４０１と協働するように構成
され、受信した無線信号を送信されたデータビットに変換する。アンテナ４０５は、１つ
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アンテナまたは、例えば異なる周波数のための、またはＭＩＭＯ（マルチ入力マルチ出力
）通信のための、またはそのいずれかのための複数のアンテナを含んでもよい。アンテナ
４０５は、無線信号を送信し、受信するために、送信機４０３および受信機４０４それぞ
れによって用いられる。
【００３４】
　図５はスケジューリング装置１０９の、ここで開示する方法の実施形態を説明している
フローチャートである。
【００３５】
　直接無線通信が第１の通信システム１１０の無線通信端末１０１と第２の無線通信端末
１０２との間で設定されるべきであるという指示が取得される（１）。この指示は例えば
第１の端末１０１および第２の端末１０２の１つからのＤ２Ｄ通信の要求の結果であって
もよいし、あるいは、例えば第１の端末と第２の端末とが互いに近いこと、または同じ建
築物内にあることなどが何らかの方法で決定されたために、スケジューリング装置１０９
、ＲＢＳ１０６または１０７、またはシステム１１０の任意の他の部分が、Ｄ２Ｄ通信が
設定されることを要求している結果であってもよい。ここに議論されるように、端末がす
ぐ近くにあるかどうかは、端末の位置情報を得ることによって決定できる。
【００３６】
　通信システム１１０の少なくとも１つの指標が測定される（２）。この測定は、第２の
端末１０２から第１の端末１０１へのシグナリングの干渉のリスクを示す。この指標は、
従って、この検討によって測定されるその値が、干渉のリスクがあるかどうかを示し、ま
た、おそらくはそのリスクがどのくらい高いかを示す。いくつかの実施形態において、こ
の指標は干渉またはチャネル品質と関連づけられる。干渉は、例えば、第３の端末１０３
または第４の端末１０４と、端末が関連づけられるＲＢＳ１０６または１０７との間の通
信の中で測定されるかもしれない。特に、Ｄ２Ｄ通信がシステムのＵＬ周波数の上で実施
されるならば、そのような干渉は第１の端末１０１と第２の端末１０２との間の任意のＤ
２Ｄ通信に起因することがあり得る。干渉指標の例は、信号対干渉比（ＳＩＲ）、干渉対
干渉及び雑音比（ＳＩＮＲ）、ブロック誤り率（ＢＬＥＲ）、およびビット誤り率（ＢＥ
Ｒ）またはそれらの少なくともいずれかを含むが、それに制限されない。追加的にまたは
代替的に、干渉は第３の端末１０３と第４の端末１０４との間の直接的なＤ２Ｄ通信の中
で測定されてもよい。そのような干渉は、２つのＤ２Ｄ通信（第１と第２の端末の間と、
第３と第４の端末の間）が互いに干渉することを示すことがあり得る。いくつかの実施形
態において、指標は、第１の端末１０１と第２の端末１０２の一方または両方の地理的位
置、または、第３の端末１０３と第４の端末１０４の一方または両方の地理的位置、また
はその両方と関連している。位置指標は、受信機２０４経由で得ることができ、例えばグ
ローバル航行衛星システム（ＧＮＳＳ）情報、またはそれぞれの端末からの位置決めパイ
ロット情報であるかもしれない。第１の端末および第２の端末またはそのいずれかの位置
は、端末が、直接通信することができる程度に互いに十分に近いか、および、信号電力に
ついて、例えば第３および第４の端末またはそのいずれかに干渉しないほど十分に低いか
どうかを決定するために使うことができる。第３および第４の端末の少なくともいずれか
の位置は、第１および第２の端末の少なくともいずれかからのＤ２Ｄ送信が第３および第
４の端末の少なくともいずれかの送信との干渉を生じる可能性があるほど、その端末が第
１と第２の端末の一方または両方に近いかを示すことができる。従って、プロセッサ２０
１は、通信システム１１０の第１の無線通信端末１０１によって保持された地理的位置と
第２の無線通信端末１０２によって保持された地理的位置とについての情報を得るために
構成され得る。いくつかの実施形態において、この指標は、第１の無線通信端末１０１と
第２の無線通信端末１０２との間で送信されるデータ量と関連している。多くのデータが
その間で送信されるならば、Ｄ２Ｄ通信を設定する利点は大きく、そのため、場合による
と多少高めのリスクは許容され得る。いくつかの実施形態において、指標はシステム１１
０によってカバーされたエリアの地形と関連しているかもしれない。地形は、例えば、第
１と第２の端末の間のＤ２Ｄ通信をより難しく可能性がある、または、他の端末との干渉
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のリスクが軽減されるように他の端末から第１と第２の端末を遮蔽する可能性がある地形
上の障害（例えば建築物、壁、丘など）があるかどうかを示すことができる。例えば地形
上の情報が、第１の端末が建築物の中にあることを示すならば、スケジューリング装置１
０９は、第１の端末１０１からの送信による干渉のリスクが軽減されると判断することが
できる。指標の測定（２）が、Ｄ２Ｄ通信を設定すべきとの指示の取得（１）より前、後
、または同時にされ得ることは注目されるべきである。
【００３７】
　測定（２）に基づいて、第１の端末１０１から第２の端末１０２への直接通信の送信の
ための周波数および／または時間リソースの第１のセットが割り当てられる（３）。ｆ／
ｔリソースの第１のセットはシグナリングの第１の量を定義する。シグナリングの量、す
なわち、第１の端末から第２の端末への許された無線信号の量は、スケジューリング装置
によって割り当てられたｆ／ｔリソースによって制限される。また、測定（２）に基づい
て、第２の端末１０２から第１の端末１０１への直接通信の送信のための周波数および／
または時間リソースの第２のセットが割り当てられる（４）。ｆ／ｔリソースの第２のセ
ットはシグナリングの第２の量を定義している。本開示によれば、シグナリングの第１の
量は、シグナリングの第２の量より大きい。その結果、シグナリングの第２の量は、シグ
ナリングの第１の量より小さい。これは、Ｄ２Ｄ通信においては、第２の端末から第１の
端末に許されるより多くのシグナリングが第１の端末から第２の端末に許されることを示
している。例えば、第２の端末からの無線送信が干渉するか、あるいはシステム１１０中
の他の無線送信と実質的に干渉すると考えられるならば、第２の端末から第１の端末へ許
されているシグナリングの量は０である可能性さえあり、すなわち第２の端末から第１の
端末にはいかなるＤ２Ｄ送信も許されない可能性がある。
【００３８】
　図６はスケジューリング装置１０９の、ここで開示する方法の別の実施形態を説明して
いるフローチャートである。指示の取得（１）、指標の測定（２）、およびｆ／ｔリソー
スの第１と第２のセットの割り当て（（３）および（４））は、図５に関連して上で検討
したとおりである。
【００３９】
　図６の実施形態において、方法はまた、ネットワークノード、例えば第１と第２の端末
の両方が接続されるＲＢＳ１０６または１０７を経由する、または第１と第２の端末が異
なるＲＢＳに接続されるならば複数のネットワークノードを経由する第２の端末１０２か
ら第１の端末１０１への通信の送信のための周波数および／または時間リソースの第３の
セットの割り当て（１０）を含む。第１の端末から第２の端末へのＤ２Ｄ送信に割り当て
られるより少ないｆ／ｔリソースが第２の端末から第１の端末への直接的なＤ２Ｄ通信の
送信に割り当てられているので、第２の端末１０２は、それが第１の端末にＤ２Ｄ送信し
たいすべてのデータを送ることができないかもしれない。そして、ｆ／ｔリソースの第３
のセットによって、第２の端末は、通常の方式でのネットワーク経由で、どのような超過
データでも第１の端末に送信することができる。
【００４０】
　図７はスケジューリング装置１０９の、ここで開示する方法の別の実施形態を説明して
いるフローチャートである。指示の取得（１）、指標の測定（２）、およびｆ／ｔリソー
スの第１と第２のセットの割り当て（（３）および（４））は、図５に関連して上で検討
したとおりである。
【００４１】
　いくつかの実施形態において、割り当てられた（（３）および（４））の周波数および
／または時間リソースについての情報を含むメッセージは、第１の端末１０１と第２の端
末１０２の少なくともひとつに送信される（５）。割り当てられたｆ／ｔリソースについ
ての情報は、場合により直接通信を設定するための指示とともに、端末１０１と１０２の
一方または両方に送信されてよい。このように、端末は、それらがＤ２Ｄ通信のために与
えられるｆ／ｔリソースを知らせられる。メッセージが第１と第２の端末のひとつに送信
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される（５）だけならば、その端末は、Ｄ２Ｄ送信の中でそのとき他方の端末に知らせて
もよい。
【００４２】
　いくつかの実施形態において、方法は、少なくとも１つの指標を再測定すること（６）
を含む。例えば第１および第２の端末の少なくとも１つが移動したことにより、または、
通信システム１１０中の別の端末が移動したことにより例えばＤ２Ｄ通信からの干渉に影
響され易くなり、指標は経時変化した可能性がある。そのため、再測定（６）に基づき、
第１および第２の端末またはそのいずれかへ割り当てられた（（３）および（４））周波
数および／または時間リソースの第１および第２のセットまたはそのいずれかを変更すべ
きであるか判定される（７）。割当て（（３）および（４））が変更されるべきでないと
判定するならば、方法はここで停止してよいが、割当て（（３）および（４））の少なく
とも１つが変更されるべきと判定するならば、割当ては変更される（８）。そのときこの
方法は、リソースが変更されるべきと判定されたならば（７）、第１の端末１０１と第２
の端末１０２との間の直接通信のための周波数および／または時間リソースの割当てを変
更すること（８）を含んでもよい。再測定（６）の結果に依存して、変更（８）は、ｆ／
ｔリソースの第１および第２のセットの両方を変更すること、またはｆ／ｔリソースの第
１または第２のセットだけを変更することを含んでもよい。変更された（８）割当てを端
末１０１と１０２とに知らせるために、第１の端末１０１と第２の端末１０２の少なくと
も一方にメッセージが送信されてもよい（９）。そのときこのメッセージは、上で検討し
た前の割当て（（３）および（４））に関する情報を含むメッセージの送信（５）と同様
に、変更された（８）周波数および／または時間リソースの割当てに関する情報を含む。
【００４３】
　図８は無線通信端末１０１または１０２の方法の実施形態を説明しているフローチャー
トである。端末は、無線インターフェイス上で、他方の無線通信端末１０１または１０２
との直接通信のために割り当てられた（（３）および（４）の一方または両方）周波数お
よび／または時間リソースについての情報を受信する（２１）。ここに検討されるように
、割当て情報は、スケジューリング装置１０９によって、および端末が関連づけられる／
接続されるＲＢＳによって（または経由で）、送信された可能性がある（（５）または（
９））。そのとき端末は、他方の無線通信端末１０１または１０２に送信信号を直接送信
するために周波数および／または時間リソース使用する（２２）。端末が第１の端末１０
１または第２の端末１０２のどちらであるかに依存して、割当て情報は、割り当てられた
（３）ｆ／ｔリソースの第１のセット、および割り当てられた（４）ｆ／ｔリソースの第
２のセット、またはそのいずれかについての情報を含んでよい。ｆ／ｔリソースの第１と
第２のセットの両方が受信されるならば、端末は、割当て（（３）および（４）の一方ま
たは両方）を他方の端末に知らせるために割当て情報を他方の端末に送信してもよい。他
方の端末１０１または１０２への送信信号の送信のために割り当てた（（３）または（４
））ｆ／ｔリソースのセットが、端末が他の端末に送信したい全てのデータを他の端末に
送信するのに十分な程度のシグナリングの量を定義していないなら、データの超過分は、
ネットワーク経由で、すなわちＲＢＳ１０６または１０７などの少なくとも１つのネット
ワークノード経由で、他の端末に送信されてもよい。この端末の方法は、従って、直接通
信に割り当てた周波数リソースおよび時間リソースの一方または両方に起因して他の無線
通信端末に直接送信することができない送信の超過分を、ネットワークノード１０６また
は１０７経由で他の無線通信端末１０１または１０２に送信すること（２３）を含んでも
よい。
【００４４】
　図９はここで開示するコンピュータプログラム製品８０を説明する。コンピュータプロ
グラム製品８０は、コンピュータ実行可能コンポーネント８１という形でコンピュータプ
ログラム８１を含むコンピュータ読取り可能媒体８２を含む。コンピュータプログラム／
コンピュータ実行可能コンポーネント８１は、スケジューリング装置１０９に、例えば上
で検討したように、ここに検討された方法の実施形態を実行させるように構成されてもよ
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い。コンピュータプログラム／コンピュータ実行可能コンポーネントは、装置１０９にこ
の方法を実行させるために、装置１０９のプロセッサ２０１で実行されてもよい。コンピ
ュータプログラム製品８０は例えば、装置１０９に含まれて、プロセッサ２０１と関連づ
けられた記憶ユニットまたはメモリに含まれてもよい。代わりに、コンピュータプログラ
ム製品８０は、コンピュータ読取り可能のディスク、例えばＣＤ、またはＤＶＤまたはハ
ードディスク／ドライブまたはソリッドステートの記憶媒体（例えばＲＡＭまたはフラッ
シュメモリ）などの独立した例えば携帯型の記憶媒体であるか、またはその一部であって
もよい。代わりに、コンピュータプログラム／コンピュータ実行可能コンポーネント８１
は、無線通信端末に、ここに検討された方法の実施形態を実行させるために構成されても
よい。
【００４５】
　例１
　図１０ａは、ネットワーク（ＮＷ）支援型Ｄ２Ｄ通信の例を示す。いくつかのデバイス
１０１－１０４は、ネットワークノードまたはＲＢＳ１０６に接続している。この場合の
通信はＦＤＤに基づいており、すなわちデバイス／端末とネットワークノード１０６との
間のＵＬおよびＤＬ通信は周波数で分離されている。さらに、ネットワークノード１０６
（またはスケジューリング装置１０９を含むネットワークの中の別のユニット）は、潜在
的なＤ２Ｄ通信のためのリソース（セルラシステムが３ＧＰＰ　ＬＴＥ標準に従って動作
している場合のリソースブロックなどであってよい）と同様に、ＵＬ／ＤＬ通信のために
時間／周波数リソースを端末に割り当てることをコントロールしている。この例において
、ＵＬ周波数帯域の一定のリソースは、第１の端末１０１と第２の端末１０２との間のＤ
２Ｄ通信のために割り当てられる（（３）および（４））（ＵＬ周波数帯域内で、第２の
端末１０２から第１の端末１０１へのＤ２Ｄ通信に割り当てられたリソース（塗り潰して
いない線）、および第１の端末１０１から第２の端末１０２へのＤ２Ｄ通信に割り当てら
れたリソース（塗り潰した線）について表示された図１０ｂを見ること）。さらに、通常
のＵＬトラフィックに干渉しないために（例えば第３の端末１０３および第４の端末１０
４と、ネットワークノード１０６との間）Ｄ２Ｄ通信においてネットワークノード１０６
が送信電力もコントロールできる。
【００４６】
　例２
　図１１ａは模範的な実施形態の上で主要な概要を示す。第１の端末１０１と第２の端末
１０２との間のＤ２Ｄ通信は様々な理由（ここに開示するものに限られない）により望ま
しい。ネットワーク（ＮＷ）ノード１０６、例えばＲＢＳは、（例えば第２および第３の
端末が互いに近すぎることにより）第２の端末１０２からの第３の端末１０３への干渉に
ついては大きなリスクがあり、従って第２の端末１０２からのＤ２Ｄ通信にはいかなるｆ
／ｔリソースも割り当てないであろうと決定する。代わりにＮＷノード１０６は、図１１
ｂに示したようにＵＬ周波数上で第１の端末１０１から第２の端末１０２へのＤ２Ｄ送信
にｆ／ｔリソースを割り当てる（３）ことで、第１の端末１０１から第２の端末１０２へ
の接続を開始または設定する（図１１ｂには第１の端末１０１から第２の端末１０２への
Ｄ２Ｄ通信のためにＵＬ周波数帯域上で割り当てられたリソース（塗り潰していない線）
が示され、第２の端末１０２から第１の端末１０１へのＤ２Ｄ通信への割り当てはない）
。第２の端末１０２から第１の端末１０１に送信されるどのようなデータも、代わりにネ
ットワークノード１０６経由で（標準セルラ通信プロトコル、例えば、基本的なＮＷ通信
プロトコルであるならばＬＴＥを用いて）、中継され、従って第３の端末１０３からＮＷ
ノード１０６までのＵＬ送信との干渉は回避される。
【００４７】
　例３
　図１２ａは別の模範的な実施形態の上で主要な概要を示す。第１の端末１０１と第２の
端末１０２のと間のＤ２Ｄ通信は、様々な理由（ここに開示するものに限られない）によ
り望ましい。ネットワーク（ＮＷ）ノード１０６、例えばＲＢＳは、（例えば第２および
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第３の端末が互いに近すぎることにより）第２の端末１０２からの第３の端末１０３への
干渉については大きなリスクがあり、従ってＤ２Ｄ通信の第２の端末１０２から第１の端
末１０１への送信のためには少ないｆ／ｔリソースを割り当てる（４）だけであろうと決
定する（図１２ｂには第１の端末１０１から第２の端末１０２へのＤ２Ｄ通信のためにＵ
Ｌ周波数帯域内で割り当てられたリソース（塗り潰していない線）と、第２の端末１０２
から第１の端末１０１へのＤ２Ｄ通信に割り当てられたリソース（小さな塗り潰した線）
を示す）。例えば、リソース割当て（４）は、ＨＡＲＱ　ＡＣＫ／ＮＡＫのみが第２の端
末１０２から第１の端末１０１へとこれらのリソース上で送信されることを許されるほど
であり得る。別の例は、ＣＱＩおよびＣＳＩレポートの一方または両方のみと、潜在的ラ
ンク情報との一方または両方が、ＨＡＲＱ　ＡＣＫ／ＮＡＫに加えて、あるいはその代わ
りに、第２の端末１０２から第１の端末１０１へとこれらのリソース上で送信されること
を許される。別の例は、ＨＡＲＱ　ＡＣＫ／ＮＡＫおよびＣＱＩおよびＣＳＩ報告などの
少なくともいずれかなどのフィードバック情報のみが、第２の端末１０２から第１の端末
１０１にこれらのリソース上で送信されることを許される。ＮＷノード１０６はそのとき
、第２の端末１０２から第１の端末１０１への送信のためにはフィードバック情報のため
のｆ／ｔリソースだけが割り当てられる（４）一方、図１１ｂに例示するように第１の端
末１０１から第２の端末１０２へのＤ２Ｄ送信にＵＬ周波数のｆ／ｔリソースを割り当て
る（３）ことによって、第１の端末１０１から第２の端末１０２へのＤ２Ｄ接続を開始ま
たは設定する。さらに、第２の端末１０２から第１の端末１０１に送信されるデータの超
過分（すなわち、フィードバック情報ではないデータ）は、代わりに、ネットワークノー
ド１０６経由で（標準セルラ通信プロトコル、例えば、基本的なＮＷ通信プロトコルであ
るならばＬＴＥを用いて）中継され、従って第３の端末１０３からＮＷノード１０６への
ＵＬ送信との回避は干渉される。
【００４８】
　例４
　ここで開示する実施形態によると、セルラ無線通信システム１１０のためのスケジュー
リング装置１０９が提供される。この装置は、通信システム１１０の第１の無線通信端末
１０１と第２の無線通信端末１０２の間で直接無線通信が設定されるべきであるという１
つの指示を得る（１）ための手段を含む。この装置はまた、通信システム１１０の少なく
ともひとつの指標を測定する（２）手段２０１を含む。この装置はまた、前記測定（２）
に基づいて、第１の端末１０１から第２の端末１０２への直接通信の送信のために周波数
および／または時間リソースの第１のセットを割り当てる（３）手段２０１を含み、第１
のセットはシグナリングの第１の量を定義している。この装置はまた、前記測定（２）に
基づいて、第２の端末１０１から第１の端末１０２への直接通信の送信のために周波数リ
ソースおよび時間リソースの一方または両方の第２のセットを割り当てる（４）手段２０
１を含み、第２のセットはシグナリングの第２の量を定義している。シグナリングの第２
の量はシグナリングの第１の量より小さい。
【００４９】
　例５
　ここで開示する実施形態によると、無線通信端末１０１または１０２が提供される。端
末は、無線インターフェイス上で、別の無線通信端末１０２または１０１との直接通信の
ために割り当てられた（（３）および（４）の一方または両方）周波数および／または時
間リソースに関する情報を受信するための手段４０１および４０４を含む。この端末はま
た、他の無線通信端末に直接送信信号を送信するための周波数および／または時間リソー
スを用いるための手段４０１および４０３を含む。この端末はまた、直接通信に割り当て
た周波数リソースおよび時間リソースの一方または両方に起因して他の無線通信端末に直
接送信することができない送信の超過分を、ネットワークノード１０６経由で他の無線通
信端末１０２または１０１に送信する手段４０１および４０３を含む。
【００５０】
　ここでの開示は、主に少しの実施形態を参照して上で説明されている。しかしながら、



(19) JP 6268165 B2 2018.1.24

当業者にすぐに理解されるように、上記説明したもの以外の実施形態が、添付した特許請
求の範囲で定義したように、本開示の範囲内で等しく可能である。
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